
運営スタッフの声 保護者の方の声

ご利用案内

アフタースクールでの生活の中で、自律や主体

性を育むことが生き抜く力を育むことにつな

がると考えます。「自ら考える」を土台に未来に

向けた成長を促すのがアフタースクールの役

目です。

〇ご利用条件（対象）

〇開室日

〇下校方法

〇開室場所

〇昼食・おやつ

＋

ご利用料金

●学校の敷地から移動がないため、安心して仕事に集中で

きます。帰宅の際、駅までスクールバスで送っていただけ

ることも安心して預けることができる理由の一つです。

●工作プログラムで作った作品のでき上がりが本当に素敵

で、持って帰ってきてからもずっと遊んでいました。家で

はなかなかできない貴重な体験ができるプログラムも多

く、楽しんでいます。

①レギュラー利用 毎週同じ曜日にご利用したい方におすすめです。 ②スポット利用 急なご利用・不定期でのご利用におすすめです。

※ 8月は夏休みにつき、上記と料金が異なります。

フォーマット

お問い合わせ

桐蔭学園小学校アフタースクール

TEL

MAIL

運営主体
桐蔭学園小学校アフタースクールは、
特定非営利活動法人 放課後NPOアフタースクールが運営しています。

〒113-0033 東京都文京区本郷1-20-9 本郷元町ビル5 F

WEB https://npoafterschool.org/

ご利用形式

（価格はすべて税込表記です）

桐蔭学園小学校に在籍中の方はどなたでもご利用いただけます。

開室時間：平日下校時から１8：3０まで

※ 学校の休校日・長期休暇期間中については、

      原則平日8:30～１8：3０まで開室

閉室：土日祝祭日、お盆・年末年始の一部、学校立ち入り不可日

【スクールバス】 東急線 江田駅 または 小田急線 新百合ヶ丘駅 までの

スクールバスがあります。

【お迎え】 保護者の方にアフタースクールまでお迎えに来ていただきます。

【自力下校】 子どものみで下校（時間の指定があります）

小学校第二校舎 2F アフタースクールルーム

【おやつ】 ご利用料金に含まれています。 ※ アレルギー対応あり

【昼食】 長期休暇等の1日開室時は、原則としてお弁当持参か

学園の注文弁当となります。

※13:00‐１８：３０ ※8:20‐１８：３０

アフタースクールご利用

①レギュラー

毎週固定の曜日

週１～５日での利用（月額）

※ 月ごとに利用日変更可

②スポット

曜日を固定せずに

1日単位での利用(日額)

1)定期プログラム（習い事）
毎週決まった曜日に実施します。(隔週の実施もあり)

2)スペシャルプログラム
1回、または数回連続のプログラムです。毎月の
お便りでご案内しています。

プログラム受講

①レギュラーまたは
②スポットだけでも
アフタースクールは
ご利用いただけます。

※ 初年度のみ、入会金および
システム登録料がかかります。

※ ご請求がある月はシステム
    利用料がかかります。

月
通常月

※13：00‐18：30以外の利用時は延長料金
がかかります。

特別月(７・12・３月)
 ※ 8：30‐１8：3０まで延長料金なしで利用

できます

学年 1・２年生 3年生以上 1・２年生 3年生以上 １－６年生

週1日 ￥11,660 ￥8,690 ￥15,180 ￥11,660 ￥19,690

週２日 ￥22,220 ￥16,500 ￥28,820 ￥22,110 ￥38,830

週3日 ￥31,460 ￥23,540 ￥40,920 ￥31,350 ￥56,870

週4日 ￥41,030 ￥30,690 ￥53,460 ￥40,920 ￥70,510

週5日 ￥49,500 ￥37,070 ￥64,240 ￥49,390 ￥81,620

●プログラムの参加には、別途プログラム料金・教材費・材料費等

がかかります。 またプログラム参加時には、「レギュラー利用」

または「スポット利用」のお申し込みが必要です。

１日利用 ￥7,260 (全学年共通)

半日利用 8:30-１２：５９ または 13:00-18:30

￥７３０/30分延長料金

特別月
8月

入会率 約９０％

(2025年度1年生)

￥3,850 (1・2年生)

￥3,080 （3‐6年生）

070-64５５-８８８６ [受付時間] 平日１０:３0～１8:30

toin.office@npoafterschool.org

表紙25年度版写真に変更



アフタースクールでの過ごし方

プログラム

授業が終わったら
アフタースクールへ

学校の宿題をしたり、
おやつを食べたりします。

友達と遊んだり、プログラムに参加したり。
過ごし方を自由に選択できるのが放課後の良さです。

スクールバス、または
お迎えで下校します。

１４：４５ 入室 １４：５０ 宿題・おやつ 15：30 自由時間・プログラム 下校

定 期 プ ロ グ ラ ム定 期 プ ロ グ ラ ム （ 習 い 事 ） ス ペ シ ャ ル プ ロ グ ラ ム

週1回、隔週など定期的に実施する定期プログラム（習い事）です。プ
ロの講師が指導にあたり、子どもたちの成長を継続的に応援します。

各分野の専門講師を招いて行う体験プログラ
ムです。（不定期）幅広い内容、豊かな遊びや学
びの体験が、子どもたちの興味を広げ「好きな
こと」を増やすきっかけにつながります。

●定期プログラム（習い事）の例

●実施例

自 由 あ そ び や 小 学 校 合 同 プ ロ グ ラ ム 他

【少林寺】本格的な道場で稽古を行い
ます。中高のお兄さんお姉さんとの
交流もあります。

【茶道】一人でお点前できるように
その作法を学びます。日本の素晴ら
しい文化を五感で感じることができます。

【将棋】対局を中心に楽しみながら
取り組みます。年に2回の大会にも
挑戦しています。

【習字】字をきれいに丁寧に書けるよ
うに、心を落ち着かせて取り組みます。

【ジオラマ】
小さな材料も使う、細か
な作業ですが、その分集
中して自分だけの街を作
り上げます。完成後は、
みんなで電車を走らせて
遊びました。

【和太鼓】
楽しく和太鼓に触れるこ
とをモットーに、みんな
で叩いたり、一人ずつ発
表したりしました。昨年
は、夏祭りでの披露も！
伝統文化に触れるプロ
グラムなども行っていま
す。

CHECK!

アフタースクールの
様子は
Instagramでも
ご覧いただけます。

子どもたちはそれぞれ自由に過ごし、遊びます。校庭では思い切り体を動かし、室内では工作やおもちゃで遊ぶことができま
す。また、小学校との合同プログラムや、子どもたちをよく知るスタッフが企画・開催するプログラムなど、遊びや学びの機会
が充実しています。

母の日のプレゼントを作りました。 中高のお兄さん、お姉さんとの
交流もあります。

季節のイベントも盛りだくさん！

外でたき火をしながら、マシュマロ
やさつまいもを焼くことも。

子どもたち自身がプログラムの
講師となることもあります。

暑い夏には、すいかわりや流し
おやつも！

手作りおやつ。自分たちで作ると
おいしいね！！！

アフタースクール３つの特徴

１

２

３

安心で安全な環境で

学校の友達と一緒に楽しい時間を

多様なプログラムで好きや得意を発見

主体的な活動も大切に

1年生～6年生まで誰でも参加可能

異年齢同士の交流も活発に

アフタースクールは校内に設置されており、活動場所は全て学校施設内。移
動の手間なく、安心安全に過ごすことができます。また、学校終わりにいつ
もの友達と一緒に遊ぶことができます。

運動・文化・学びなどバリエーション豊かな体験活動＝プログラムを実施して
います。子どもたちの興味・関心や知識を広げ、子どもの好きや得意、個性を
伸ばすきっかけにも。子どもたちの主体性を大切にした、自由で自発的な活
動にも力を入れています。

アフタースクールは、学年や保護者の就労状況等による利用制限がないこと
が一つの特徴です。学年を越えた交流ができることは、放課後の時間の良さ
でもあります。

フォーマット
（特徴４つ）

小学校からのメッセージ -桐蔭学園ならではの放課後の「学び」-

桐蔭学園のアフタースクールは、日常的な小学校での学びにとどまらず、放課後の時間をより有効に、より有意義に過ごせる

「学びの時間」として子どもたちに提供したい、社会で活躍されている多くの保護者の皆様の安心と期待に応えながらサポート

したいという考えに基づき、2015年に設立しました。本学園の教育理念である「自ら考え判断し行動できる子どもたち」の一

助となるよう、本校のカリキュラムの延長線上の活動として、楽しく学んだり、体験できる時間として提供されています。多くの

スタッフや専門の講師陣による、社会的な学びにも触れられる機会として提供される豊富なプログラムや、学年の枠を超えた

子どもたちの関りの中から、主体性や共同性、社会性も広がります。どれも「与えられる活動」ではなく、子どもたち自身が興

味・関心をもって、自ら選び、参加し、体験することで育っていく「主体的かつ協働的な活動」になっています。

放課後は、子どもたちにとってとても

大切な時間です。多様な体験機会が

あることで、新しい世界に出会い何か

に挑戦したり、時間を忘れるくらい自

分のやりたいことに夢中になったり…。

子どもたちの声に寄り添いながら、

ほっとできる場所、自分らしくいられ

る場所、そして「明日は何して遊ぼう

かな！」とワクワクして行きたくなる、

そんな居場所を目指しています。

放課後の学校で

友達と一緒に

自由な時間を
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